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ABSTRACT 
    
The active learning methodology helps students achieve the professional skills and knowledge quite 
effectively when providing the learners with enough opportunities to use them practically. In this brief essay, 
we will show our teaching practice in the wrapping design competition of a vending machine. The 
competitive designing process requires the students to try and error repeatedly. In the problem-solution 
framework, they are encouraged to find the significance of reflection, teamwork and planning. We will also 
discuss the application of the methodology to other design project. 
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2019 年 7 月にサントリービバレッジ株式会社
東北営業部から、学校法人八戸工業大学（以
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降、大学法人と記す）へ、本学の学生ホールに
設置する飲料用自動販売機のラッピングデザイ







科 1年生 24 名を対象として計画した。作品審査
にあたっては、コンペ形式を採用する旨を学生
に伝えた。 







1：10月 25日 ポジショニングマップ制作 
2：11月   8日 ブレーンストーミング 
3：11月 15日 ポジショニングマップ発表会 
         ブレーンストーミングの発表 
4：12月   6日 デザイン制作 1 
5：12月 13日 デザイン制作 2 
6：12月 20日 デザイン制作 3 
7： 1月 10日 第 1次審査発表会A3版印刷 
8： 1月 16日 第 1次審査選考会 
9： 1月 29日 ブラッシュアップ制作 
10： 2月   3日  第 2次審査選考会A1版印刷 
11： 2月 19日 立体表現による最終審査会 
12： 4月 14日 ラッピング自販機完成品設置 
13： 5月 13日 表彰式開催 
 

















































表 1  デザイン制作の流れ 2019年〜2020年 
八戸工業大学紀要  第40巻 




































 3.4 第 1 次検討 












写真 2  自販機ポジショニングマップの発表 
写真 1  ブレーンストーミングの様子 
写真 3  第一次検討発表会 
図 1  自販機ポジショニングマップ 
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 3.5第 2次検討 
1月 29日に、第 1次審査会で出た意見などを学














開催した。3 作品を 2 次審査通過作品として選出

































写真 4  第一次予選審査通過者とブラッシュアップ作品 
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写真 5  最終審査の様子 
図 2  自販機の 3Dモデル 
図 3  学生作品の PNGデータ 
 
写真 6  完成設置されたラッピング自販機 
課題解決型のアクティブラーニング手法―ラッピングデザインのプロセスにおける教育実践―（高屋・宮腰・高橋） 

























































写真 8 表彰状 
写真 7  表彰式参加学生 
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